
カンボジア
スタディツアー

令和８年度高校生講座

報告会

お問い合わせ 【 飯田市公民館 担当：亀井 TEL：0265-22-1132  】

自分たちの地元・飯田を見てきた18人の高校生が

訪れたカンボジア。

いろんな場所を巡り、出会いが詰まった１週間。

新聞やニュースで知るのとは違った“生の声”。

改めて考える「自分たち」のこと。

帰ってきた今、みんなに伝えたいことがあります。

私たちの経験を、ぜひ聞いてほしいです!



どなたでもご参加いただけます。ぜひお気軽にお越しください。

高校生講座「カンボジア・スタディツアー」とは
「地域に誇りと愛着を持ちながら、広い視野で自身や飯田を捉え考えられる人材を育むこと」を
目的として、飯田市公民館が、地元の高校生を対象に取り組む事業です。

―ドキドキ・ワクワクを本気で積み重ねてきた18人の高校生―

ともに過ごした

18人 らしさ が詰まった

みんなの６か月間の軌跡

- カンボジアに行ってみたい -

2026年５月
それぞれの想いを持ちスタディツアーに応募した
18人の高校生が集まりました。
新しい仲間との出会い。
これから待つ未知の経験。
先輩たちから受け取ったもの。
全てが、ドキドキでした。

- 私たちの”ものさし”づくり -
まずは自分たちのこと、住んでいる地域のことを
改めて知ることから始めました。

カンボジアに行って何を伝え、何を得るのか。
今の自分たちは何をしたいのか、何ができるのか。
みんなにとって大事なものは何か。
たくさんの人にお世話になりながら学習をまとめ、
考えたカンボジアのことと自分たちのこと。

- そして カンボジアへ -

2026年8月 セントレアからシェムリアップへ
期待と不安を胸に、旅立ちました。
慣れない場所で、言葉の通じない人たち。
自分たちの「当たり前」が通じない世界。
予期せぬハプニング、計画通りいかないこと。
悔しさ、優しさ、いろんな思いが生まれて
涙もあったけれど、最後には、みんなが笑顔でした。

そして、帰ってきた 思うこと

- 振り返って-
このスタディツアーを通して
多くの人に出会い、多くの経験をしました。
私たちが見てきた実際、聞いてきた生の声。
自分たちが感じたこと、考えたこと。
飯田に帰ってきてから振り返りを重ねました。

自分たちの想いをみなさんに伝えるために
報告会の準備を進めてきました。

みなさんに伝えたい！


